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総 評

京都市ふしみ学園は、社会福祉法人京都身体障害者福祉センターが設

置主体となり、京都市内３エリア（洛南エリア、伏見エリア、山科・醍

醐エリア）の中の伏見エリアの京都市伏見社会福祉総合センター内で生

活介護事業（生産型）事業所です。

本生活介護の場面においては、「利用者の発達の可能性を信じて支援

する」を理念に掲げられ、日中活動には、「やっほぅ‼」「☆えび」「ひ

まわり」「ひだまり」「あおぞら」という各班で、洗濯作業（リネン）

や清掃、チラシ折りやリサイクル等の軽作業、絵画・陶芸等の創作活動

が行われています。

知的に障害のある利用者がそれぞれの状態に合った作業につき、安

定・安心して過ごすことができるよう、またその人らしく地域で生活で

きるような支援に取り組まれています。利用者が制作した絵画や作品等

は、事業所内に展示され、地域の方を含め、来館者の目を楽しませてい

ます。また、「アトリエ やっほぅ‼」で作成された陶芸作品は、一般

的な市場においても人気のある作品として高い評価を得ています。さら

に、絵画・陶芸の創作活動は、街中の一般ギャラリーや「絵画・陶芸」

展覧会で展示され、特別企画展に招致される等、積極的に成果の発信が

行われています。

本法人の基本理念や基本方針、各種規則・規程等は、「関係規程集」

に記載され、また、生活介護事業内容は、「関係規程集（各施設運営規

程）」において明確に示されています。両規程集は、全職員に配布する

だけではなく、職員会議においても説明が行われ、実践現場での取組み

に活用されています。また、法人全職員の行動規範となる「みんなの信

条」は、施設内に掲示し、周知の工夫が 図られています。「中長期経

営計画書」は、法人本部が全事業所向けに 統一フォーマットを準備し、

計画・点検・評価・見直しが行いやすくなる設えとなっており、本生活

介護事業においても秀逸に作成されています。

単年度事業計画は、各作業・制作班（５班）から意見聴収を行い、 事

業計画会議において議論し、策定に反映させている状況を聞き取ること

ができました。また、新しく見やすいホームページも完成された他、利

用者の絵画や陶芸作品が写真で多く紹介されている、カラー刷りリーフ

レットの新規作成など、施設の理念や中長期計画・単年度事業計画、作

業・支援状況等がわかりやすく公開されています。

職員の適正・責任の範囲や有用感・希望等、モチベーションの向上に

つながるように、管理者から非常勤職員も含めた全職員へのアプローチ

も充実し、職員がますます働きやすい環境となり、ボトムアップ型の組

織形態で、全職員が一丸となって、ますます素晴らしい利用者への支援

が行われますことを期待しています。
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特に良かった点(※)

Ⅰ－３－（１）前回の平成25年度の第三者評価で課題になっていた項目

であった、遵守すべき法令等のリスト化に関しては、幅広い分野につい

て各種法令等を把握し、リスト化することに取り組まれていた。その結

果、パソコンフォルダにリスト化した文書を保存し、法令遵守に関する

各種研修に出席した結果の資料閲覧を整理した上で職員に周知し、正し

く理解する取組みが行われていることが高く評価できる。

Ⅱ－５－（１）地域との関係が適切に確保されており、2015年度の4月

より特定相談支援事業を開始され、さらに新しい福祉ニーズの掘り起こ

しを積極的取り組まれている。Facebookやホームページにて、事業の内

容が積極的に発信されており、ボランティアの受け入れも行っている。

前回未整備であったボランティア受入れに対する基本姿勢の明文化及

びボランティア育成に向けて、講座の開催や必要となる技能の実施が積

極的に行われており、地域への関わりの度合いが深まっていることが特

筆できる点として挙げられる。

Ⅲ－２－（２）利用者や家族の意向・意見は、個別面談や保護者会等で

積極的に聞き取り、改善につなげている状況を聞き取ることができた。

また、意向・意見を受けた際の記録の方法や手順、 対応・検討等につ

いて規定したマニュアルの整備がなされ、マニュアルに基づいたサービ

ス改善への反映が手順と引き継ぎ文書をもとに行われていることが確

認できる。更なるサービスの継続性に配慮した取組みが行われているこ

とが高く評価できる。

特に改善が

望まれる点(※)

Ⅰ‐Ⅰ-（２）理念や基本方針が職員に周知されているという点に関して

の自己評価がBであったのは、非常勤である職員や目についていない職

員に如何に染み込ませるのか、という点でまだまだ取組めるものがある

のではないか、という自己反省に基づくもので、終礼等の余った時間を

活用し、理念や基本方針についての勉強会を今後計画されることを期待

しております。

Ⅲ-２-（１）個別支援計画の作成は、職員からの提案で、新たな様式の

アセスメント表を当該施設用に作成、導入され、試行的に今年度実施さ

れています。すべての利用者に新しいアセスメント表が実施され、それ

らの利点と欠点等の振り返りの時間を確保し、今回の導入の目標が達成

できたかを全職員で検討される時間があると、更に良い結果に結びつく

のではないかと感じます。

※それぞれ内容を３点程度に絞って掲載しています。評価項目毎のコメントは「評価結果対比シート」

の「自由記述欄」に記載しています。














